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１２
月
補
正
予
算
案
（
１
5
2
万
5
千
円
減
）や
 

　
　
　
勝
山
市
副
市
長
定
数
条
例
な
ど
を
可
決
 

決
ま
っ
た
主
な
内
容
 

決
ま
っ
た
主
な
内
容
 

災害に強い地域づくりを目指して 
　このたび、（財）日本消防協会から宝くじの普及広報
事業の助成をうけて、「初期消火活動用Ｄ -１級軽可搬
式ポンプ一式」と、「法被、防火啓蒙用のぼり旗」を購
入し女性消防隊に配備しました。 
　今後は、地域防災と広報活動 
に広く活用していきます。 

消防署 
（1８８－０４００） 

１２
月
定
例
市
議
会
が
、
１２
月
6
日
か
ら

２１
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、

「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
推
進
と
事
務

事
業
評
価
の
徹
底
に
よ
り
、
さ
ら
に
効
率

的
な
行
財
政
構
造
の
確
立
を
図
り
、
よ
り

透
明
性
の
高
い
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
財
政
の
健
全
性

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
継
続
し
て
図
っ
て
い
く

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

●

認
　
定
●

・
平
成
１７
年
度

勝
山
市
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

・
平
成
１７
年
度

勝
山
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●

予
　
算
●

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・
平
成
１８
年
度

勝
山
市
市
有
林
造
成
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

●

条
例
制
定
等
●

・
勝
山
市
副
市
長
定
数
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

・
勝
山
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
勝
山
市
水
防
協
議
会
設
置
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
立
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
勝
山
市
簡
易
水
道
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
企
業
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
重
度
障
害
児(

者)

医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
母
子
父
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
勝
山
市
公
有
林
野
官
行
造
林
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●

そ

の

他
●

・
勝
山
市
営
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

・
勝
山
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

他
議
案
9
、
意
見
書
１
、
請
願
１
、
陳
情

5
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現
況
届
に
つ
い
て 

　
昨
年
１２
月
よ
り
、
年
金
受
給
者
の
現
況
届

が
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
原
則
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
社
会
保
険

庁
に
て
住
基
コ
ー
ド
の
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
か
た
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
現
況
届
を
出

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
住
基
コ
ー
ド
を
記
入
す
れ
ば
、
次
回
か
ら

現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

住
基
コ
ー
ド
が
分
か
ら
な
い
か
た
は
市
民
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が 

交
付
さ
れ
ま
す 

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
対
象
と
な

る
年
金
受
給
者
の
か
た
に
対
し
、
平
成
１８
年

分
の
源
泉
徴
収
票
が
、
１
月
末
日
ま
で
に
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
2
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶
養
親
族

等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
か
た
や
、
年
金

以
外
に
給
与
等
の
所
得
の
あ
る
か
た
、
ま
た

は
、
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
か
た
な
ど

は
、
確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
必

要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ど
ん
な
小
さ
な
集
ま
り
に
も
、
年
金
・
保

険
に
つ
い
て
の
出
張
講
座
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　（
市
民
課
） 

福
井
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
　
　（
福
井
厚
生
年
金
会
館
裏
） 

（
1
0
7
7
6
ー
２３
ー
1
0
0
2
） 

市
民
課（
1
内
線
2
5
7
・
2
5
8
） 

市長招集あいさつ

・
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
職
員
人
件
費
な

ど
１
5
2
万
5
千
円
を
減
額
と
し
ま
し
た

・
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
助
役
を
副
市

長
に
改
め
、
そ
の
定
数
を
１
人
と
し
、
4
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
す

・
村
岡
幼
稚
園
の
名
称
を
4
月
１
日
か
ら
「
勝

山
中
部
幼
稚
園
」
に
変
更
し
ま
す

・
勝
山
市
営
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
を
株

式
会
社
相
互
に
決
定
し
ま
し
た

勝
山
市
営
温
水
プ
ー
ル
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
等
を
可
決

１１
月
２１
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

勝
山
市
営
温
水
プ
ー
ル
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
案
と
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
、

安
居
久
繁
議
長
が
辞
職
し
、
北
山
謙
治

議
員
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。北山謙治議長

今
年
の
4
月
以
降
の
離
婚
に
つ
い
て
、

年
金
の
分
割
が
で
き
る
制
度
が
始
ま
る

と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
の
１０
月
か
ら
年

金
分
割
の
情
報
提
供
が
始
ま
っ
た
と
の
事
で

す
が
、
そ
の
し
く
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
５８
歳
女
性
）

平
成
１９
年
4
月
以
降
の
離
婚
に
お
い

て
、
婚
姻
期
間
中
の
厚
生
（
共
済
）
年

金
に
つ
い
て
、
合
意
に
基
づ
い
て
最
大
2
分

の
１
分
割
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
庁
で
は
、
昨
年
の
１０
月
か
ら
年
金

分
割
の
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

年
金
手
帳
と
戸
籍
謄
（
抄
）
本
を
添
え
て
、

最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
で
請
求
す
れ

ば
、
分
割
の
対
象
期
間
、
期
間
中
の
年
金
保

険
料
の
納
付
記
録
な
ど
を
記
し
た
文
書
を
そ

の
日
の
う
ち
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
５０
歳
以
上
の
か
た
に
限
り
、
分

割
後
の
年
金
の
見
込
み
額
も
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
分
割
で
き
る
の
は
、
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
だ
け
で
、
基
礎
年
金
や
企
業
年
金

は
対
象
外
で
す
し
、
妻
の
取
り
分
は
最
大
5

割
で
す
が
、
夫
婦
の
話
し
合
い
の
結
果
し
だ

い
で
そ
れ
以
下
に
も
な
り
え
ま
す
。
分
割
の

申
請
は
、
離
婚
か
ら
原
則
2
年
以
内
で
す
。

年
金
手
帳
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
ほ
か
、
分
割

割
合
を
記
し
た
公
正
証
書
か
、
調
停
や
審
判

の
記
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

QA

勝
山
市
国
際
交
流
員
　
デ
ビ
ッ
ト
・
テ
ィ
ア
ニ
ー

昨
年
の
１２
月
２５
日
に
母
国
語
以
外
の
言

語
で
歌
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ル

ー
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
、「
世
界
の
ど
自
慢

in
勝
山
」
が
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
4
カ
国
、
計
４７
人
（
１６
エ
ン
ト
リ

ー
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
歌
わ
れ
た
言
語

は
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
英
語
、
日
本
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
中

国
語
の
7
ケ
国
語
で
し
た
。
日
本
語
で
歌

う
中
国
人
、
英
語
で
歌
う
日
本
人
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
歌
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。

歌
っ
た
人
の
中
に
は
、
す
ご
く
緊
張
し

て
い
た
人
も
い
れ
ば
、
仮
装
し
た
り
、
踊

っ
た
り
し
て
は
じ
け
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
観
客
も
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
歌
う
人
を
応
援
し
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
、
人
前

で
歌
う
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
な
の
に
、

外
国
語
で
歌
う
の
は
よ
り
大
変
だ
と
い
う

事
を
観
て
い
る
人
た
ち
も
分
か
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
観
客
の
温
か
い
ハ
ー

ト
に
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

私
も
今
回
の「
世
界
の
ど
自
慢
in
勝
山
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
私
は
老
鼠
愛
大
米

（
ラ
オ
シ
ュ
ア
イ
ダ
ミ
）
と
い
う
中
国
語

の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
2
ケ
月
前
か
ら
練

習
を
始
め
ま
し
た
が
、
歌
詞
と
中
国
語
の

発
音
を
覚
え
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た

で
す
。
残
念
な
が
ら
本
番
ま
で
に
歌
詞
を

完
璧
に
覚
え
る
事
が
で
き
ず
、
歌
詞
カ
ー

ド
付
き
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

「
世
界
の
ど
自
慢
in
勝
山
」
を
通
し
て

私
は
音
楽
の
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
音

楽
は
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
忘
れ
さ
せ
、

自
然
と
心
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
魔
法
の
よ

う
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
番
前
は
準

備
が
忙
し
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
う
ま
く
い

く
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
音
楽
が
始
ま
り
歌
声
が
響
き
だ

す
と
私
の
不
安
は
す
べ
て
消
え
、
音
楽
の

魔
法
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
音
楽
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
国
際
交
流
が
で
き

た
事
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

T
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P
ow
er
of
M
usic


